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高尾：本日の進行を務める高尾です。
それぞれの立場から、皆さんの「成長」
を語っていただきます。

01 �「仕事ができる人」とは？

高尾：最初のテーマは「仕事ができる
人とはどんな人？」です。ぜひ皆さん
のご意見を聞かせてください。

田中：僕は、仕事ができる人とは「かっ
こいい人」だと思います。仕事でもプ
ライベートでも新しいことを取り入れ
て、学び続けている。自分から未知の
世界に飛び込んでいく。そういう人は、
自然とかっこよく見えます。今日ご一
緒している竹田さんが、まさにそうで
す。中特グループの事業発展計画発表

山本：私は、相手のことを理解しよう
とする人が、仕事ができる人だと思い
ます。私の仕事は現場や営業を支える
後方支援が中心です。前工程の営業担
当には、どうすれば案件を引き渡しや
すくなるか。後工程の経理担当には、
どうすれば処理しやすい形で渡せるか。
相手のことを想像しながらつなぐこと
が大切だと思います。

金子：皆さんのお話と重なりますが、
私は、視野の広い人が仕事ができる人
だと思います。社内外を問わず、どう
伝えればこの先お互いに仕事がしやす
くなるかを考えて動ける人です。それ
ができるのは、経験を積み重ねてきた
からこそなんでしょうね。

橋本：共通しているのは想像力ですね。
目の前のことだけでなく、「この人はな

臨機応変に対応できる人が、仕事がで
きる人だと思います。

諫早：先ほどの「陰で支える人」に近
いかもしれませんが、私は、人が嫌が
ることに率先して取り組む人が、仕事
ができる人だと思います。私たちの仕
事は、比較的楽なものから体力的にき
ついものまで多岐にわたります。その
中で、自分から「やりましょう」と言っ
てくれる人を、心から尊敬します。

輪を広げていける人は本当にすごいで
す。抱え込みすぎず、困ったときに周
りを頼れることも、仕事ができる人の
特徴だと思います。

金子：人に頼れる人って、仕事ができ
ると感じますよね。つい「自分でやっ
たほうが早い」と思いがちなので、
任せられるのは簡単ではないと思い
ます。

橋本：河田さんの「周りを巻き込める人」
を反対側から見ると、「この人のためな
ら一肌脱ごう」と、皆が自然と動きた
くなる人なんだと思います。仕事がで
きる人の周りにはいつも人がいて、仕
事が回っています。もちろん水面下で
は山ほど努力しているはずですが、そ
れを見せないのも特徴ですね。

会で司会をされていましたが、初めて
の経験だったと聞いて驚きました。そ
れでも堂々と役目を果たす姿は、本当
にかっこよかったです。

竹田：ありがとうございます。でも、
僕がうまくできたのは、プロデューサー
の河田さんのおかげなんです。人知れ
ず頭を抱えていたはずなのに、本番で
はそんな姿を一切見せませんでした。
僕は、やるべきことに集中して陰で支
えられる人こそ、仕事ができる人だと
思います。

松永：発表会といえば、私は入社 1年
目の発表会が印象に残っています。私
たちが担当していた懇親会が押してし
まったとき、プロデューサーだった先
輩がうまく調整して、時間内に収めて
くださったんです。急なトラブルにも

ぜこうしたんだろう」「陰でどれだけ努
力しているんだろう」と周りまで想像
できるかどうか。それが、仕事ができ
るかどうかの分かれ目なのかもしれま
せん。

河田：私は、周りをどんどん巻き込ん
でいける人だと思います。いろいろな
プロジェクトが動く中で、ほかの事業
部の方とも「これをお願いしたい」「じゃ
あ私がやろうか」と声をかけ合って、

橋本：今回は「成長」をテーマに、
中特グループの皆さんにお集まり
いただきました。入社してすぐの
人から 15 年前後のベテランまで、
高卒、大卒、新卒、中途と、キャ
リアも経験もさまざまなメンバー
です。多様な人が集まっているこ
とは、私たちの強みだと思ってい
ます。
今期は「出来る方法を徹底して考
える」をスローガンに掲げました。
一人ひとりの成長が、そのまま会
社の成長につながるはずです。今
日は正解を探すのではなく、皆さ
んがそれぞれ感じていることを、
自由に聞かせてください。

橋本さんと語る座談会

多様なキャリアから考える、
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02 �「成長した」と感じた瞬
間は？

高尾：次のテーマは「自分が成長した
と感じた瞬間」です。できなかったこ
とができるようになった出来事や、そ
のきっかけを聞かせてください。

河田：私は新卒で入社して、今は 3つ
目の部署にいます。仕事を覚えるのに
精一杯なのは、入社したときと変わり
ません。ただ、自分の仕事の先にはお
客様や社内の誰かがいることが、少し
ずつ見えるようになりました。そう気
づけたこと自体が、成長なのかなと感
じています。

山本：私は、新しい知識を得ることも
成長の一つだと考えています。新卒 1
年目は技術開発を担う新設の部署に配
属され、「困っていることはありません
か」と社内を回るところから始めまし

ら」と言ってくれたんです。それからは、
いつか自分が後輩を支えられるように
なろうと、前向きに考えられるように
なりました。

橋本：まずは足元のことから始める。
それができるようになると余裕が生ま
れて、周りを俯瞰したり、ほかの人を
思いやれたりするようになります。松
永さんが「知らない自分」に気づけた
のも、金子さんが後輩のことまで考え
られるようになったのも、まさにそう
して一歩ずつ進んできたからだと思い
ます。いろいろなことを経験すると、
それが身について、また違う場所で活
かせます。気づいたら成長している、
というのはそういうことなんですよね。

03 �もう一度新入社員に戻れ
たら、同じ仕事？別の仕
事？

高尾：次のテーマは「もう一度新入社
員からやり直せるとしたら、今と同じ
キャリアか、別のキャリアか」です。
中特グループにはさまざまな事業や職
種がありますが、皆さんならどうしま
すか？

田中：僕は同じ仕事を選びます。中途
採用で運転手として入社したのですが、
実際には下水道の調査業務など、運転
以外の仕事にもたくさん関わっていま
す。昨年はマンホール 1,000 カ所を調
査する大きな案件があり、多くの方の
力を借りてやり遂げました。今はドロー
ンにも取り組んでいます。新しいこと

なかったんだと気づけたときが、私に
とって成長を感じた瞬間です。

諫早：私が一番覚えているのは、初め
て中型車で作業をやり終えたときです。
中型免許は持っていたものの、大きな
車での作業は経験がなかったので、駐
車場で練習を重ねました。最後まで終
えられたときは、ほっとすると同時に
「なんとかやり遂げた」という気持ちで
した。当時いろいろと教えてくださっ
た方は、私にとって師匠のような存在
で、今も少しでも近づきたいと思って
います。

竹田：今、師匠の話が出ましたが、実
は僕にとっては諫早さんが師匠なんで
す。中型車の運転も、諫早さんに教え
てもらったからこそ今があります。あ
の頃できなかったことが、気づけばで
きるようになっている。そう感じたと
きが、僕にとっての成長の瞬間です。

金子：私も先輩方に助けていただいて
ばかりです。以前、「いつも頼ってばか
りで、私は先輩の何の力にもなれてい
ない」と悩んでいたことがありました。
そのとき、ある先輩が「経験が違うん
だから気にしなくていい。その分、後
から入ってくる人を同じように助けて
あげて。それが私への恩返しになるか

ら見た経理の姿も分かるようになると
思うんです。ただ、以前の私は新しい
ことに抵抗があって、「覚えるのが大変
そう」と感じていました。

高尾：そこから考え方が変わったきっ
かけは何だったのでしょうか？

松永：高尾さんをはじめ、周りの人た
ちの影響が大きいです。グループ内の
ジョブローテーションで、まったく違
う部署に移る人も少なくありません。
その話を聞くうちに、新しいことに挑
戦するのは怖いことではないと、だん
だん分かってきました。

橋本：皆さんの話を聞いて、うれしく
思いました。今と違う仕事に挑戦する
ことに、あまり違和感を持っていませ
んよね。グループの中で会社や部署が
交わるうちに、それが当たり前になっ
ているのだとしたら、まさに私が目指
してきた姿です。経験を積み重ねるほ
ど、仕事も人生も面白くなっていきま
す。皆さんにも、そんなキャリアを歩
んでほしいですね。

た。他部署の仕事を知るほど、「自分に
はこれができない」と分かります。でき
ない自分を知るのが一つ目の成長、で
きるようになるのが二つ目の成長です。

高尾：「知らないことを知る」には、ど
うしたらいいんでしょうか。

山本：まさに今日のような場だと思いま
す。日ごろ関わらない部署の人と話すと、
ほかの人が何をしているのかが見えて
きます。そこで初めて「自分はこれを知
らなかった」と気づけるんです。

松永：山本さんの「できない自分を知る」
というお話、すごく分かります。私は
入社して 3年ほど経理を担当し、日常
業務がこなせるようになって、どこか
で「もうまあまあできている」と思っ
ていたんです。でも、現場に近い部署
に異動すると、知らないことばかりで
した。経理と現場の仕事がつながって
見えてきて、自分はこんなに何も知ら

に挑戦させてもらえる今の環境が、僕
にはとても合っていると感じます。

橋本：高尾さんの意見も聞いてみたい
ですね。

高尾：人生は一度きりなので、私はい
ろいろなことに挑戦してみたいです。
他部署の仕事にも、できるだけ多く携
わってみたい。入社してまだ日が浅く、
知識もスキルもこれからですが、今こ
こで学んでいることは、どの部署に行っ
ても必ず役に立つと思っています。

金子：私もグループの中でいろいろな
部署を経験してみたいです。同じ場所
にとどまって、成長が止まっているよ
うに感じてしまうのが一番怖いんです。
環境が変わると、それまで頑張ってき
たことや、まだできていないこと、そ
して自分の成長に気づくきっかけにな
ると思っています。

松永：私も別の仕事にチャレンジして
みたいです。経理の知識を持ったまま
違う仕事を経験すれば、ほかの立場か
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04 �経験や学歴の違いを感じ
たことは？

高尾：次のテーマは「経験や学歴の違
いを感じたことはあるか」です。違い
を感じた場面や、それをどう乗り越え
てきたかを聞かせてください。

諫早：同じ業界の経験者でも、入社し
てから学ぶことは多いので、スタート
地点はみんな一緒だと思います。周り
もそれを分かっていて丁寧に教えてく
れるので、あまり違いを感じたことは
ありません。

田中：中特グループには高卒の人も大
卒の人もいて、経歴もさまざまです。で
も、その違いをほとんど感じません。そ
の風土がすごくいいなと思っています。

河田：私は今まさに、経験の違いを感
じています。入社 2年目のころ、新し
く立ち上がった未来創造部に異動しま
した。前例がなく、誰もが手探りのと
ころからのスタートでした。でも、今
いるマネジメントグループには、ベテ
ランの方々がたくさんいます。そこへ、
その業務に携わったことがないまま主
任という肩書きで飛び込んだので、ど
う振る舞えばいいのか悩むこともあり
ます。それでも、周りの方が温かく声
をかけてくださるので、心強いです。
これまでの異動も支えになっています。
今はちょうど分岐点に立っていて、こ
こを乗り越えればまた一つ成長できる
と思っています。

うになる」というお話に、僕も共感し
ました。その考え方を大事にしていき
たいです。

田中：僕は、最初にお話しした「かっ
こいい人」を目指すことが、成長につ
ながると思っています。それから、自
分の成長って分かりにくいですよね。
誰かに言われて初めて気づくこともあ
ります。だから、仲間の小さな成長に
も「成長したね」「すごいね」と言い合
える関係をつくりたいです。

橋本：それこそポータルハートカード
の出番ですね。言いたくても口には出し
にくい人は、カードに書いて渡せばいい。
㈱吉本興業でもやっていますよね。

山本：私にとっての成長は、仕事の本
質や急所が分かるようになることです。
会社全体で見ると、売上につながる活
動なのか、コストを下げる活動なのか
という視点を持って進めることが、自
分自身や組織の成長になると思います。

だん減っていきます。そのときこそ新
しいことに挑んで、また引き出しを増
やしていけばいいのです。そう考えれ
ば、新しい一歩を踏み出すことが、きっ
と楽しくなりますよ。

05 �あなたにとって「成長」
とは？

高尾：最後のテーマです。あなたにとっ
て「成長」とは何ですか？　一人ずつ
聞かせてください。

河田：私にとっての成長は、目の前の
仕事の、その先にある目的や周りのこ
とまで考えられるようになることです。
言われたことをこなすだけでなく、意
図を考えながら行動したり、自分で課
題を見つけて改善を提案したり。より
良くするために動く意識に変わること
が、成長の一つだと思います。自分だ
けでなく、チーム全体の成果につなが
る視点を持ちたいです。

竹田：これまで、成長とは、できなかっ
たことができるようになって心が動い
たときだと考えていました。でも今回
の座談会で、河田さんの「その先にあ
る目的や周りのことまで考えられるよ

らない業務に、自分から挑戦していき
たいです。週に 1つでも月に 1つでも
分からないことを減らして、1年後に
今より成長していられたらと思います。

橋本：私もまだまだ成長しますよ。皆
さんからいろいろな意見が出ましたが、
それこそが会社の成長だと思います。
「会社が決めた」と、まるで会社という
人がいるかのような話を時々聞きます。
でも、その会社とは誰のことでしょう。
私たちの集合体ですよね。自分自身が
成長しなければ、会社も成長しません。
私も皆さんも会社の一員です。共に成
長していくことが、会社の未来につな
がります。私にとっての成長とは、中
特グループの成長です。

· · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · · ·

高尾：今期のスローガンは「出来る方
法を徹底して考える」です。できない
理由より、できる方法を。この 1年、
一緒に考え抜きましょう。本日はあり
がとうございました。

竹田：僕は昨年度から、長く経験を積
んできた先輩の業務を引き継いでいま
す。まだ先輩と同じようにすべてをこ
なせているわけではなく、そこに経験
の差を感じることはあります。それで
も、引き継いだ当時は全然知らなかっ
たことが、今はできるようになってい
ます。その差を少しずつ埋めていけた
らと思っています。

田中：新しいことに挑戦するとき、僕
は「失敗は怖くない！」と思うように
しています。

橋本：その気持ち、よく分かります。
私は短大を卒業して社会に出てから、
目の前のことを一つひとつ積み重ねて
きました。悩んだときは、いろいろな
方に「教えてください」と駆け込んで
きました。そんな私が最近、ありがた
いことに、県内の高校の校長先生方の
前で講演する機会をいただきました。
自分でも驚くほど、堂々と臨むことが
できました。学歴や肩書きの差は、自
分がやってきたことに責任を持って語
れるようになれば、気にならなくなる
のだと実感しています。大切なのは、
自分の足で歩いてきた道のりです。
ですから皆さん、失敗を恐れないでく
ださい。私の将来の目標は、老人ホー
ムで「話のネタが尽きないおばあちゃ
ん」になることです。自慢話より失敗
談のほうが、ずっと人の心を引きつけ
ます。芸人さんがネタ帳をつけるよう
に、うまくいかなかったことも書き留
めておけば、いつかきっと自分の財産
になります。
経験を重ねると、つまずくことはだん

金子：私にとっての成長は、自分のス
キルアップにとどまらず、さまざまな
人の視点で物事を考えられるようにな
ることです。視野を広げて、お互いを
高め合っていきたい。周りの人に良い
影響を与えられるようになったら、そ
れは成長できている証なのかなと思い
ます。そうなれるように頑張ります。

松永：先ほど山本さんのお話にあった
ように、知らない自分に気づくことも成
長だと思っています。㈱中特ホールディ
ングスの経理から始まり、㈱リライフ
を経て、今は中国特殊㈱に関わってい
ます。ここでも知らないことをどんど
ん吸収して、成長していきたいです。

諫早：普段は同じような業務の繰り返
しになりがちなので、やったことのな
い仕事や、知っていても詳しくは分か
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種類 単位 係数 換算
単位

電気 kWh 0.636

Kg-CO₂

ＬＰＧ ㎥ 2.990

水道 ㎥ 0.580

一般廃棄物 kg 0.840

灯油 L 2.500

Ａ重油 L 2.750

原油 L 2.670

ガソリン L 2.290

軽油 L 2.620

電気 ＬＰＧ 水道 一般廃棄物 灯油 ガソリン 軽油 換算
排出量
計使用量 換算

排出量 使用量 換算
排出量 使用量 換算

排出量 使用量 換算
排出量 使用量 換算

排出量 使用量 換算
排出量 使用量 換算

排出量

中特ＨＤ 47,189.00 30,012.20 0.00 0.00 191.00 110.78 384.45 322.94 0.00 0.00 2,417.17 5,535.32 0.00 0.00 35,981.24

中国特殊 53,357.00 33,935.05 15.70 46.94 415.00 240.70 369.55 310.42 332.00 830.00 10,769.58 24,662.34 44,683.48 117,070.72 177,096.17

藤井興業 5,436.00 3,457.30 2.00 5.98 63.00 36.54 0.00 0.00 52.00 130.00 1,496.22 3,426.34 3,837.16 10,053.36 17,109.52

吉本興業 24,533.00 15,602.99 11.60 34.68 582.00 337.56 0.00 0.00 0.00 0.00 1,512.46 3,463.53 63,601.49 166,635.90 186,074.67

ＰＨＳ 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 2,592.47 5,936.76 0.00 0.00 5,936.76

リライフ 276,516.00 175,864.18 2.70 8.07 1,440.00 835.20 529.10 444.44 0.00 0.00 2,730.62 6,253.12 79,248.40 207,630.81 391,035.82

計 407,031.00 258,871.72 32.00 95.68 2,691.00 1,560.78 1,283.10 1,077.80 384.00 960.00 21,518.52 49,277.41 191,370.53 501,390.79 813,234.18

出典：環境省温室効果ガス排出係数について

INPUT
事業に伴う資源・エネルギー等

汚泥 21,165t

がれき類 308ｔ

ガラスコンクリ陶磁器 210ｔ

廃プラスチック類 1,313t

金属くず類 223ｔ

繊維くず 3t

紙くず類 35t

ダンボール紙類 400t

木くず 426ｔ

廃酸廃アルカリ 312t

廃油 111t

鉱さい 29t

もえがら 1,939t

ばいじん 2,411t

動植物性残渣 18t

処理水 34,193㎥

水道水 2,691㎥

地下水 2,000㎥

電力 407,031ｋWh

ガソリン 21,519L

軽油 191,371L

灯油 384L

LPG 32㎥

コピー用紙 314,343枚

OUTPUT
再資源化、地球環境への排出等

リサイクル対象のもの

セメント原料 17,067t

がれき類 151ｔ

ガラスコンクリ陶磁器 91ｔ

廃プラ 718ｔ

ペットボトル 66ｔ

金属くず 222ｔ

缶 22ｔ

紙・繊維くず 8ｔ

ダンボール紙類 380ｔ

木くず 372ｔ

肥料原料 0ｔ

石膏ボード 11ｔ

リサイクル対象としないもの

汚泥焼却 222ｔ

汚泥埋立 3,389ｔ

処理排水 33,306㎥

下水排水 3,110㎥

地下水排水 1,950㎥

CO₂排出量（換算）
（エネルギー及び水道使用量から算出）

813ｔ

一般廃棄物 1,283kg
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